























































































































































































































毎日新聞社（東京本社 東京中央郵便局区内 東京都千代田区有楽町一の一一／大阪本社 大阪中
































































附においては、書名を「SO LONG AS WE ARE LIVING／ AND OTHER STORIES／私たちのある限
り」とし、著者を「寺崎浩／井伏鱒二」の順に記載する。表紙・中扉には、「War Correspondents」の
文字も見える。全46頁、英文。挿画・栗原信。巻頭に置かれた表題作 So Long as We Are Living（１頁
～35頁）は寺崎浩の作品。本書収録の井伏作品は、The Big Clock of Shonan（36頁～39頁）、Mother Bat and
Baby Bat（40頁～43頁）、A Shonan Diary（44頁～46頁）の３作。原文の初出は、順に、「昭南市の大
時計」（『東京日日新聞』〈朝刊〉第23695号、1942年６月27日）、「親子かうもり」（『週刊少國民』第１
巻第７号〈通巻第７号〉、1942年６月28日）、及び、「昭南日記」（『文學界』〈再刊〉第９巻第９号、1942
年９月１日。ただし収録は「六月二十二日」の項のみ）である。
＊芸術学院出版部発行『若人芸術』第217号〈10月号〉（1961年９月20日印刷、1961年10月１日発行）
の「今月の課題作」（目次には「次号の課題作」）欄（60頁～61頁）に、「井伏鱒二・作／珍品堂主人」
として「珍品堂主人」の一部が、硲伊之助の挿画一葉とともに掲載されている。「今月の「挿絵腕く
らべ」課題作は、中央公論昭和三十四年三月号に掲載された小説「珍品堂主人」です。あなたの個性
を生かした挿絵をお寄せ下さい。」とある。なお、編集後記に当たる「編集の窓から」には「若人芸
術は、次の世代を背負って立つ漫画家、絵画家、文芸作家の一助になればと思い、発行している雑誌
です。」とある。
